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暑い暑い夏、短かった

秋、そして、本格的な冬が

やってきました。子どもた

ちは、生活発表会（16日）

の練習に熱が入ってきま

した。今号は 12 月 1 日の

第 1 回リハーサルの様子

を紹介します。 

・お客さんがいて、いつも

より雰囲気が違いました

が、歌は元気いっぱいのバ

ラ組さんらしく、大きな声で歌えました。リズム遊びも声がよく出ていて、楽しくみんなとできていまし

た。劇は雰囲気が少し違っていたため、と戻った

のか緊張した様子でした。でも楽しそうに役にな

り切っていたのが印象的でした。（ばら組） 

・今日は 12 名でリハーサルに参加しました。少

ない人数なのでしようがないかな・・・という部

分もありましたが、出来る限り頑張っていました。

来週からお友だちが戻ってきて、練習に熱が入る

と思います。この日は自分たちの出番が終わって

も、ホールに残り、他のクラスの発表も見学しま

した。弟・妹を見つけ喜んで手を振ったり、一緒

に歌ったり、楽しんで見学していました。自分たちも「見られる」ということを理解したようなので慣れる

ように取り組んでいきます。

（ゆり組） 

・あっという間に 1回目のリハ

ーサル日。欠席も０で、「やった

～みんなできるね！」と朝から

楽しみにしていました。今日は

1 回目だったので、役につき 1

名ずつだけ衣装を着て、お面や

帽子は全員身に付けて、「かっ

こいいよ」「いい感じ！」と互い

に褒めながらホールに行きました。カメラがあったり、たくさんの人に見られて緊張するかな？と思ってい

ましたが、逆に「見てもらえてうれしい」気持ちの方が大きかったようで「あ～楽しかった～」と話す子が

ほとんどでした。終わった後は、もも・さくら・すみれさんの発表を見学し、拍手を送りました。歌は入退

場を含めて行ったので、劇・歌ともに来週ビデオを見て、また練習に活かしたいと思っています。（ひまわ

り組） 

※このように頑張っています。8日(金)が 2回目のリハーサル、そして、16日（金）が本番です。 
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偉いって何でしょうか？ 

 

 校長先生、社長さん、総理大臣に大統領と、偉い人と聞いて思い浮かべるのはこのあたりでしょうか？でも偉い

人だって汚職したり人を傷つけたりと悪い事をしますし、必ずしも人として優れているか？と言われると疑問符が着

きます。もちろんある一部の事柄については偉いというのもありますが…。じゃあ偉いって一体何なんでしょうか？

「偉い」を紐解くにはこの「一定の事柄について」がポイントとなるのではと思います。(これは副園長の考えなので、

必ずしも社会全体に当てはまるとは思っていません。) 

 「偉い」と聞いて思い浮かべるのは「権力を持っている」では無いでしょうか？例えば先に挙げたお偉いさん方で、

職を辞めて権力を持たなくなったらどうなるでしょうか？もちろん多少の影響力が残ったり、まだまだ偉い人も居ま

すが、マチマチですよね？それはその権力が効く「一部の事柄に対して」偉いのであって、その人そのものが偉くな

ったわけでは無いからなのでしょう。つまり「偉い」というのは個人に対する絶対的な形容詞ではなく、状況に対す

る相対的な形容詞では無いでしょうか？簡単に言うと、「偉い」の主体は周りの人たちなのです。周りの人たちがそ

の人を偉いと思うから「偉い」のです。 

 会社でお偉いさんになって、周りにブイブイ言わせて傍若無人な人、この人は自分が偉くなっていると思っている

のでしょうが、周りの人たちはその人の役職に対して「偉い」と思っています。だからその役職が無くなったらその人

には何も残らないのです。辞めた後に連絡をくれる人もおらず、威光を失って只の人になります。 

 ちょっと話をそれますが、役職が偉いかどうかについて考えてみたいと思います。「役職を持っている」というのは

「指揮命令系統の上の方にいる」という意味でしかありません。その役職に就くのが難しかったり、そのために努力

したりがあるからこそ周りの人が敬ってくれていますし、言う事を聞いてくれています。何より組織のシステムとして

言う事を聞かないと成り立たないからしぶしぶ聞いています。でもただその役職に胡坐をかいていると役職が無く

なった時に何も残りません。また役職を持つための努力の際にズルをしていたり、誰かを犠牲にしていたりしても同

様です。表面的に敬っていても本心では蔑んでいるという風になります。つまり役職をただ持っているだけでは偉く

無いのだと思います。役職を持つために努力したり、役職を持って正当に成果を出したりしたからこそ偉いのです。 

 さて話を元に戻すと、「偉い」というのは周りが偉いと思っているからであって、その人そのものがどうこうという話

ではないのです。たとえその人がどんなに「自分が偉い」と思ったとしても、偉いかどうかを決めるのは周りの人で

す。では偉くなるために必要な物は何でしょうか？これは大学院の一般教養の授業で、大企業の元お偉いさんか

ら聞いたことなのですが「謙虚さ」だそうです。強いメンタルの為に自信に満ち溢れることももちろん必要なのですが、

過大にならないような真なる謙虚さが必要だそうです。芸能界でも長続きしている人は、物腰が低く謙虚で丁寧な

人なのだそうです。「驕れる者は久しからず」ですね。以前書いた「お年寄り」の話にも通じるところがあるでしょう。 

 ここまで書きましたが「言うは易し」です。私も「辞めた後も偉いと思われるような人に成れるように精進しなくては」

と心の片隅で思っておりますが、きちんと出来ているかと言われると疑問符が付きます。でもここで疑問符が持て

ないのは黄色信号なので、それよりはマシでしょう。みんなの中にもお偉いさんになる人も居るでしょうから、(じゃな

くても学校のクラスや部活でブイブイ言わせる人も出るでしょう)そういった時にこの文章を読み返してくれれば幸い

です。(文責 西尾舜） 

 

 


